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施策の体系 

小平市のエネルギー施策の推進に向けた先導的な 10 の基本的な施策と４２の具体的な取

組を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限りある資源を

大切に使う 

 ＜基本方針＞ 

～
め
ざ
す
環
境
像
～ 

 

３
つ
の
環
境
の
『
わ
』
を
大
切
に 

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち 

こ
だ
い
ら 

  

■意識啓発 

ア 環境学習の充実【市】                               重点プロジェクト 

イ ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信【市】 

ウ エコダイラネットワークの普及啓発活動の充実【市、市民団体】 

エ 地球温暖化対策地域推進計画の策定【市】 

■推進体制 

オ エコダイラネットワークの再構築【市民、事業者、市】 

カ 人材の育成【市】 

キ 環境配慮事業者連絡会の充実【市、事業者】 

ク 大学との連携による普及啓発【市、事業者】 

ア 「エコダイラ・オフィス計画」の21年度の見直し【市】                重点プロジェクト 

イ 白熱球の電球型蛍光灯化【市】 

ウ （仮称）公共施設建築物整備指針の策定【市】 

エ 省エネ診断及び ESCO事業の導入 

オ 照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ改修 

カ モニタリング＆レポートの導入による省エネ効果の検証や取り組みの PR 

キ フィフティ・フィフティ制度の導入【市】 

ア ノーカーデーの実施【市、市民、事業者】                      重点プロジェクト 

イ 公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討【市、市民】 

ウ エコドライブの普及啓発【市、市民、事業者】 

エ アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及啓発【市】 

オ 低公害車及び低燃費車への買い換えの実施【市、市民、事業者】 

ア 公共施設への太陽光発電システム機器の設置【市】                  重点プロジェクト 

イ 市民、事業者の設置者に対する太陽光発電システム機器の助成制度【市→市民、事業者】 

ウ 市民出資型による太陽光発電システム機器の設置の検討【市民、事業者、市】 
ア 公共施設へのさまざまな省エネルギー・新エネルギー機器の導入【市】 

イ 市民、事業者の新エネルギー機器設置者に対するさまざまな助成制度【市→市民、事業者】 

ア 公立学校給食や市民への地産地消の推進【市】 

イ こだいら菜の花プロジェクト【市民団体、市民】 

ウ バイオマスの利用（廃食用油、食品残さ、農業残さ、剪定枝など）による発電や熱利用及び堆肥化【市】 

 

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
理
念
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緑
の
豊
か
さ
を
基
調
と
し
な
が
ら
、 

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
ぐ
低
炭
素
社
会
づ
く
り 

循環 

調和 

環境マインド・ア

クションの高い

人づくり 

（人と人をつなぐ） 

協働 

ア エコポイント制度の検討【市】 

イ 家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大【市民】 

ウ グリーン電力証書制度の活用【事業者】 

ア 省エネ診断、省エネ研修会の普及【事業者】                     重点プロジェクト 

イ 室内の温度設定の徹底【事業者】 

ウ 事業所内の電気製品などの省エネルギー機器の普及拡大【事業者】 

エ 事業所の省エネ対策の促進【事業者】 

ア 市民版環境配慮指針の普及拡大【市民団体、市民、市】（環境家計簿の推進）      重点プロジェクト 

イ 緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出【市民】 

ウ 環境共生住宅の普及【市民】 

循環の“環
わ

” 

調和の“環
わ

” 

協働の“環
わ

” 

 

 

緑化と調和したエ

ネルギー負荷の少

ない都市づくり 
ア 市民記念樹事業の実施【市】                            重点プロジェクト 

イ 市民参加による森林の整備【市】 

ウ 公共施設の屋上緑化、緑のカーテンによる省エネ及び既存の緑の見直し【市】 

エ 保存樹林などの公有地化の検討【市】 

 ＜施策の方向性＞ 

新エネ関連 

１ エネルギー消費の現状をみ

つめ共通認識をもつ 

２ エネルギーを大切に使う行

動を促進する 

３ エネルギーの消費量を減ら

す整備を推進する 

４ 地域の資源を活かす取り組

みを推進する 

６ 水と緑を活かしてエネルギ

ー負荷を軽減する 

７ 低炭素型の移動手段を構築

する 

10 各主体が一体となって次世

代のライフスタイルを実践

する 

８ どこでも学べる環境教育

の機会をつくる 

９ CSR（企業の社会的責任）に

対する関心を高める 

５ エネルギーを新たに生み

出す整備を推進する 
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ア 公共施設へのさまざまな省エネルギー・新エネルギー機器の導入【市】 

イ 市民、事業者の新エネルギー機器設置者に対するさまざまな助成制度【市→市民、事業者】 

意識啓発、 

主体的な参加の

仕組みづくり 

凡例： 
【  】：実施主体または、市の支援、啓発対象 
     （市、市民、事業者、市民団体） 

 

 ＜基本的な施策＞                ＜具体的な取組＞ 

■意識啓発 

ア 環境学習の充実【市】                           重点プロジェクト 

イ ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信【市】 

ウ エコダイラネットワークの普及啓発活動の充実【市、市民団体】 

エ 地球温暖化対策地域推進計画の策定【市】 

■推進体制 

オ エコダイラネットワークの再構築【市民、事業者、市】 

カ 人材の育成【市】 

キ 環境配慮事業者連絡会の充実【市、事業者】 

ク 大学との連携による普及啓発【市、事業者】 

ア 「エコダイラ・オフィス計画」の21年度の見直し【市】           重点プロジェクト 

イ 白熱球の電球型蛍光灯化【市】 

ウ （仮称）公共施設建築物整備指針の策定【市】 

エ 省エネ診断及び ESCO事業の導入 

オ 照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ改修 

カ モニタリング＆レポートの導入による省エネ効果の検証や取り組みの PR 

キ フィフティ・フィフティ制度の導入【市】 

ア ノーカーデーの実施【市、市民、事業者】                   重点プロジェクト 

イ 公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討【市、市民】 

ウ エコドライブの普及啓発【市、市民、事業者】 

エ アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及啓発【市】 

オ 低公害車及び低燃費車への買い換えの実施【市、市民、事業者】 

ア 公共施設への太陽光発電システム機器の設置【市】             重点プロジェクト 

イ 市民、事業者の設置者に対する太陽光発電システム機器の助成制度【市→市民、事業者】 

ウ 市民出資型による太陽光発電システム機器の設置の検討【市民、事業者、市】 

ア 公立学校給食や市民への地産地消の推進【市】 

イ こだいら菜の花プロジェクト【市民団体、市民】 

ウ バイオマスの利用（廃食用油、食品残さ、農業残さ、剪定枝など）による発電や熱利用及び堆肥化【市】 

ア エコポイント制度の検討【市】 

イ 家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大【市民】 

ウ グリーン電力証書制度の活用【事業者】 

ア 省エネ診断、省エネ研修会の普及【事業者】                  重点プロジェクト 

イ 室内の温度設定の徹底【事業者】 

ウ 事業所内の電気製品などの省エネルギー機器の普及拡大【事業者】 

エ 事業所の省エネ対策の促進【事業者】 

ア 市民版環境配慮指針の普及拡大【市民団体、市民、市】（環境家計簿の推進）  重点プロジェクト 

イ 緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出【市民】 

ウ 環境共生住宅の普及【市民】 

ア 市民記念樹事業の実施【市】                        重点プロジェクト 

イ 市民参加による森林の整備【市】 

ウ 公共施設の屋上緑化、緑のカーテンによる省エネ及び既存の緑の見直し【市】 

エ 保存樹林などの公有地化の検討【市】 

(10)総合的な意識啓発プロジ

ェクト（省エネ・新エネ） 

(4)先導的な公共施設における

省エネプロジェクト（省エ

ネ） 

(8)エコダイラモビリティ推進

プロジェクト（省エネ） 

 

(5)太陽光発電日本一プロジェ

クト（新エネ） 

(6)省エネルギー・新エネルギ

ー導入プロジェクト（新エ

ネ・省エネ） 

(3)地産地消と資源循環プロジ

ェクト（省エネ・新エネ） 

(9)商店街などと連携した意識

啓発プロジェクト（新エネ） 

(1)家庭でのエコライフプロジ

ェクト（省エネ・新エネ） 

(2) 事業所（職場）でのエコラ

イフプロジェクト（省エ

ネ・新エネ） 

 

 

(7)小平のみどりづくりプロジ

ェクト 



№

基本的な施策

（１）家庭のエコライフプロジェクト

1

2

3

（２）事業所（職場）のエコライフプロジェクト

4

5 室内の温度設定の徹底 環境保全課 平成21年度　実施

○東京都と連携し、中小規模事業者を対象とした、省エネ対策の
提案や運用改善の支援、省エネ研修会の開催に取り組む。

【重点プロジェクト２】
○省エネ研修会への参加、省エネ診断の実施を促す。
○省エネ診断結果から得た省エネ手法を蓄積し、業種別にモデル
化する。環境配慮事業者連絡会などで業種別省エネ手法を啓発
する。

○省エネ研修会を開催（7/20、24事業者、28名参加）
○事業者が積極的に参加できるよう、東京都による中小企業向け省
エネルギー診断などの広報を行った。

○省エネ対策としての冷暖房温度の徹底を促すため、緑のカーテ
ンや植樹とあわせ、普及啓発に取り組む。

○すぐに取り組める省エネ対策として、冷暖房温度の設定温度（夏
期28℃、冬期20℃）の徹底のポスターを公共施設に掲示し、事業者
に啓発した。
○市の節電行動指針を策定し、温度設定の徹底を図った。

★省エネ診断、省エネ研修会の普及 環境保全課 平成21年度　実施

○市民版環境配慮指針の普及拡大にあわせ、国産材の利用、高
断熱・高気密住宅、太陽光発電機器の設置、雨水利用を施した環
境共生住宅の普及啓発に取り組む。

○エコダイラネットワークと連携した省エネ行動の実践活動
　　イベント等に参加し、環境配慮指針の配布による普及啓発活動
を行った。
○太陽光発電機器の助成制度を通して、啓発を行った。
○小金井市で設置した環境共生住宅を視察した。

環境共生住宅の普及 環境保全課
平成21～24年度　検討

平成25年度　実施

○自宅の壁などを利用した壁面緑化や緑のカーテンによる緑の創
出を図り、あわせて省エネの促進に取り組む。
○オープンガーデンを市内に拡大し、より多くの花や緑に触れる機
会を広げる。

○緑のカーテン用資材（園芸用ネット、プランター、苗（ゴーヤ、きゅ
うり））を100セット配布した。
○個人の庭などを利用した「こだいらオープンガーデン」（24か所）に
ついてオープンガーデンマップの配布した。
○生垣造成の補助を行った（10件、154.1ｍ）

★市民版環境配慮指針の普及拡大 環境保全課 平成21年度　実施

○市民版環境配慮指針の認知度を高めていくとともに、問合せ窓
口をわかりやすくする。
○エコダイラネットワークと連携し、環境家計簿を利用した省エネ行
動の実践活動により環境配慮指針の普及拡大に取り組む。
○家庭で使用されている電気を見えることができる電気使用量等
測定器を貸し出し、省エネ行動へのきっかけづくりに取り組む。

【重点プロジェクト１】
○すべての市民が参加するためには、次のプロセスで取り組む。
ステップ１－新しく参加する機会をつくる
ステップ２－環境配慮指針や省エネカレンダーの配布時の工夫
ステップ３－参加時の工夫
ステップ４－募集時の工夫
○「１人１日１ｋｇCO２削減生活」の実践を促す。

○エコダイラネットワークと連携した省エネ行動の実践活動
　・ＣＯ2削減1人1日１㎏運動の啓発
　・イベントでの、環境配慮指針配布による普及啓発活動の実施
　・環境家計簿の実施（108世帯、10事業所参加）
　・エコキャンドル作り講習会(8/6)
　・灯りまつり参加(8/6)
　・環境フォーラムの実施「太陽光発電基礎セミナー」（3/24）
　・小学校への講師の派遣
○イベントでの電球形蛍光灯の配布
○電気使用量等測定器の貸し出し
　・省エネナビ（6台）、エコワット(9台)、ワットチェッカー(5台）
○家庭のCO2削減チェックの実施（2回）

緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出
環境保全課・水と緑と公園課・産
業振興課

平成21年度　実施

小平市地域エネルギービジョン進捗状況一覧（平成２３年度実績）

具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

※具体的な取組に「★」がついている取組は、重点プロジェクトである。
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

6

7

（３）地産地消と資源循環プロジェクト

8

9

10

○広域的な連携を図りながら、廃食用油や生ごみ、農業残さ、剪定
枝などのバイオマスを利用したガス化、メタン発酵、炭化、堆肥化な
どの導入を検討する。
○果樹園や街路樹の剪定枝をチップ化し、熱としての利用を検討
する。
○イベントで回収した廃食用油をエコキャンドルの原料として、小
平グリーンロードで行う灯りまつりの灯ろうなどに利用し、省エネ行
動の啓発に役立てる。

○平成２２年７月から開始した食物資源循環モデル事業について、
平成２３年７月よりエリアを拡大し、参加世帯数を増やして実施した。
○先進市などによる廃食用油や生ごみ、農業残さ、剪定枝などのバ
イオマスを利用したガス化、メタン発酵、炭化、堆肥化などの導入を
検討した。
○回収した廃食用油でエコキャンドルを作成し、灯りまつり（8月）の
灯ろうに利用した。

こだいら菜の花プロジェクト 産業振興課・環境保全課 平成21年度　実施

○フードマイレージの視点から、学校給食での小平産の農産物の
利用をさらに進め、地場野菜を利用することが環境にもやさしいこと
を学童農園を通じて、環境教育に役立てる。
○エネルギー消費の少ない料理方法とあわせながら、小平産の野
菜を使った料理が温暖化防止につながっていることをPRする。

○学校給食での小平産の農産物の利用をさらに進め、地場野菜を
利用することが環境にもやさしいことを学童農園を通じて、環境教育
に役立てている。
    地場産農産物購入割合　19.3％
○学童農園は全小学校（19校）で行っている。

バイオマスの利用（廃食用油、生ごみ、農業残さ、剪定枝
など）による発電や熱利用及び堆肥化

ごみ減量対策課・産業振興課・
環境保全課

平成21～27年度　検討
平成２８年度　実施

○市内の低利用農地を利用した菜の花やヒマワリの栽培、種を搾
油する活動を支援する。
○廃食用油をバイオディーゼル燃料（BDF）に精製、利用するシス
テムを検討し、有機資源の地域循環につなげる取組を推進する。
○菜の花などからの搾油できる油の量は少なく、廃食用油も少量
であることから、家庭から排出される廃食用油を回収するしくみを検
討し、量の確保に努める。同時に、菜の花栽培の参加者を募集し、
栽培面積の拡大を図る。

○菜の花プロジェクトでは、市内の低利用農地を利用して、菜の花
やヒマワリを栽培し、種を搾油する活動をしている。（栽培面積　１５
アール）
・イベントでの廃食油の回収
・廃食油を使ってエコキャンドルつくり講習会（8/6）
・灯りまつり中央公園会場でエコキャンドル展示（8/6）
・ふれあい下水道館で活動展示（3/10～3/31）
・講演会「菜の花とひまわりを活用しよう！循環型自然エネルギー実
践活動を小平でひろげよう」開催（11/19）〈小平市市民活動支援公
募事業〉

事業所の省エネ対策の促進 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○室内の温度設定の徹底を図りながら、電気製品の買い換え時
は、省エネ効果の高い商品の購入の促進に取り組む。

○事業者内の電気製品の買い換え時は、省エネラベリング制度を
利用し、省エネ効果の高い商品の購入を促す方法を検討した。
○省エネ型エアコンへの交換を行った。（保育園、地域センター）

公立学校給食や市民への地産地消の推進
学務課・産業振興課・環境保全
課

平成21年度　検討
平成22年度　実施

○経営者を対象とする高効率照明器具の交換、省エネ設備の更
新、ESCO事業などによる経費の削減のための勉強会を開催し、省
エネに取り組む。

○省エネ研修会を開催（7/20、24事業者、28名参加）

事業所内の電気製品などの省エネルギー機器の普及拡
大

環境保全課・総務課・情報シス
テム課・施設管理担当課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

4



№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

（４）先導的な公共施設における省エネプロジェクト

11

12

13

14

○エネルギー消費量が多い施設における省エネ診断を実施し、そ
の結果に基づいた省エネ改修（ESCO事業）を検討する。

○実績なし

（仮称）公共施設建築物整備指針の策定
環境保全課・たてもの整備課・
施設管理担当課

平成21年度　検討
平成22年度　実施

○事務室内にあるすべての白熱球を電球型蛍光灯へ交換する。 平成23年度の電力需給不足により「白熱球の一掃作戦」として交換
可能な白熱球を電球型蛍光灯やＬＥＤ電球に交換した。また、不要
な電球を間引くなどした結果、ほとんどの施設において白熱球の一
掃が図られた。

○白熱球を電球型蛍光灯に交換した。（78個）
・施設名　小学校 4個、公民館 2個、図書館 72個

○白熱球をＬＥＤ電球に交換した。（846個）
・施設名　庁舎 117個、地域センター 257個、小平ふるさと村 10個、
            小平元気村おがわ東 41個、市民文化会館 3個、
            消防団詰所 3個、健康センター　36個、
　　　　　　ふれあい下水道館 144個、 小学校 45個、中学校 28個、
　　　　　　平櫛田中彫刻美術館 62個、公民館 24個、図書館 76個

省エネ診断及び省エネ改修（ESCO事業） 環境保全課・施設管理担当課
平成21年度　検討
平成22年度　実施

○新築や既設の施設における省エネ設備の導入、新エネ機器の
導入に関する指針を定め、計画段階から環境に配慮した施設の建
設に向けたシステムを構築する。

○新築や既設の公共施設における省エネ設備の導入、省エネ改修
の実施、さらに太陽光発電システムなどの新エネルギー機器の導入
に関する指針づくりの検討を行った。

★「エコダイラ・オフィス計画」の平成２１年度の見直し 総務課・環境保全課 平成21年度　実施

白熱球の電球型蛍光灯化 施設管理担当課 平成21～24年度　実施

○市内の大規模事業者として、自ら率先して二酸化炭素等の温室
効果ガス排出量を削減し、環境負荷の低減に取り組む。
○各施設の使用状況に応じた目標数値を設定し、施設単位でエ
ネルギー使用量の削減を全職員が一丸となり、温室効果ガスの削
減に取り組む。

【重点プロジェクト３】
○職員が一丸となって取り組むため、施設ごとに削減目標を定め、
毎年環境行動チェックによる検証を行う。
○市の取組状況を市内事業者に広め、省エネ意識の高揚を図る。

○第二次エコダイラ・オフィス計画（平成22年3月策定）における各施
設ごとに設定した二酸化炭素排出量の削減目標に向け、各施設の
使用状況に応じて取組を行った。平成23年度は、国による節電要請
により節電行動指針を策定し取組を進めた結果、大幅な削減が図ら
れた。
○平成23年度二酸化炭素排出量　7,077,935㎏（基準年比▲
14.0％）

　全体としての二酸化炭素排出量の目標
　基準年度（平成17年度）8,227,316kg
　中間目標（平成24年度）7,733,677kg（基準年比▲６％）
　最終目標（平成32年度）6,161,756kg（基準年比▲25％）
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

15

16

17

（５）太陽光発電日本一プロジェクト

18

○自然の恵みである太陽エネルギーを最大限利用した太陽光発
電システムの導入率が日本一のまちを目指す。
○今後策定する（仮称）公共施設建築整備指針に基づき構造計算
を行いながら、太陽光発電システム機器を設置する。

【重点プロジェクト４】
○公共施設への太陽光発電システムの設置
・設置可能なすべての公共施設に設置する。
・太陽電池の種類は、結晶系や化合物系があるため、それぞれの
特性や効果にあわせた太陽光発電システムを設置し、小平市全体
が太陽光発電のあるまちになるように取り組む。

※導入率とは、機器の設置した施設数を設置可能な施設数で除した割合
とする。なお、設置可能な施設数は79か所。

○中央図書館、第４小学校に設置する太陽光発電設備の設計を
行った。

・設置状況
　　平成20年度末　４か所　発電出力18kw
　　平成21年度末　3か所　発電出力22kw
　　平成22年度末　９か所　発電出力155kw
    平成23年度末　0か所
　　　　　　　計　　　16か所　発電出力195kw

・導入率（機器を設置した施設数÷設置可能な施設数）
　　平成21年度末　8.9％（7/79）　　平成22年度末　20.3％（16/79）
    平成23年度末　20.3％（16/79）

・年間発電電力量
　　H17－8,500kwh、　　H18－16,400kwh、　　H19－21,200kwh、
　　H20－20,500kwh、　 H21－19,700kwh、　　H22－132,200kwh
　　H23－221,100kwh

フィフティ・フィフティ制度の導入 財政課・学務課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○省エネ改修を実施した施設のモニタリング調査やレポートを作成
し、省エネ効果の検証や取り組みのPRに取り組む。

○太陽光発電設備設置施設については、発電電力量使用に伴う二
酸化炭素排出量の削減量をホームページ等で公表しているが、他
の省エネ改修についての検証方法等を検討する。

★公共施設への太陽光発電システム機器の設置
環境保全課・施設管理担当課・
たてもの整備課

平成21年度　実施

○フィフティ・フィフティ制度を理解し、小・中学校における環境教
育への導入、さらに省エネ意識を高める。

※学校等で省エネ学習を行い、省エネ行動を実践することにより、光熱水
費が前年よりも削減されることがあり、この削減された光熱水費の半分を学
校の省エネ機器の交換、新エネ機器の設置、緑化の推進などの予算に還
元するしくみ。

○２３年度省エネ意識を高める取り組みとして、小・中学校で月ごと
の電気使用量のグラフを作成し、前年度との使用量比較により、節
電の意識を高めた。
○二酸化炭素排出量の削減効果の高い施設に対し、省エネ関連の
修繕や緑化の推進などに充てるため、３施設に「エコダイラ予算」を
配分した。
○２３年度エコダイラ予算配分実施事業
・環境対応型照明器具交換・・・庁舎、市民総合体育館
・環境対応型空調設備・・保育課

照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ
改修

たてもの整備課・施設管理担当
課

平成21年度　検討
平成22年度　実施

モニタリング＆レポートの導入による省エネ効果の検証や
取り組みのPR

たてもの整備課・施設管理担当
課

平成21年度　検討
平成２２年度　実施

○省エネ改修をしない施設では、建物、設備の更新時期にあわせ
て、照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ改修に
取り組む。

○高効率照明器具への交換
　・ハロゲン球、スポットライトの高効率化（ふれあい下水道館、公民
館）
　・高効率蛍光灯への交換（庁舎、地域センター3、小平元気村おが
わ東、小中学校27、市民総合体育館、公民館5、図書館2）
○トイレ手洗いの自動水栓（超節水型、発電タイプ）へ交換（平櫛田
中彫刻美術館）
○省エネ型エアコンへ交換（地域センター、保育園）
○事務室蛍光灯へ個別スイッチの取り付け（障害者福祉センター）
○ポンプチラーによるセントラルシステムから、個別型の空調へ交換
（障害者福祉センター）
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

19

20

（６）省エネルギー・新エネルギー導入プロジェクト

21

21－(ｱ)

21－(ｲ）

21－(ｳ）

○給湯需要が多い福祉会館や健康センターなど２つの施設をあわ
せ、天然ガスコージェネレーション、燃料電池の導入を検討する。

○公共施設への天然ガスコージェネレーションや燃料電池の導入の
可能性を検討するため、情報収集に努めた。

市内の用水に普及啓発用として水車（水力を利用した発
電機器）を設置し、街灯に利用

環境保全課・水と緑と公園課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○街路灯などに太陽光発電装置や高効率照明器具の設置に取り
組む。

○一中通り25基、ＢＳ中央通り１０基、６小北通り６基、他２基をLED
照明に交換した。
○花小金井駅北第二有料及び小平駅ルネ小平東有料自転車駐車
場の照明を１５基、LED照明に交換した。

福祉施設や病院等への天然ガスコージェネレーションや
燃料電池の導入

環境保全課・高齢者福祉課・健
康課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

○普及啓発用に用水を利用した小水力発電の導入を検討する。
○市内にあった水車について（設置場所・設置数）の情報収集を
行った。

公共施設へのさまざまな省エネルギー・新エネルギー機
器の導入

環境保全課・施設管理担当課・
たてもの整備課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

○集合住宅に入居しているなどの理由で太陽光発電システム機器
を設置したくても設置できない市民のために、事業所などの敷地を
利用した太陽光発電システムの設置を検討する。
○設置に係る費用は市民などから出資金を集め、発電された電力
の一部を売電し、その売り上げを出資者に配当するしくみを検討す
る。

○先進自治体などによる市民出資型の太陽光発電システム機器の
設置に関する情報収集に努めた。

街路灯への高効率照明や太陽光発電装置付照明の導
入

交通対策課、地域文化課、産業
振興課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

○施設の利用方法にあわせた、省エネルギー・新エネルギー機器
の導入に取り組む。

○平成25年開館予定の小川町一丁目地域センター・児童館の新設
にあたり二酸化炭素排出量を最小限に抑えた施設を建設中。
○省エネ型エアコンに交換した。（保育園、地域センター）（再掲）

★市民、事業者の設置者に対する太陽光発電システム
機器の助成制度

環境保全課 平成21年度　実施

市民出資型による太陽光発電システム機器の設置の検
討

環境保全課
平成23～24年度　検討

平成25年度　実施

○新エネルギー・省エネルギー機器設置モニター助成制度とし
て、住宅用太陽光発電システムを設置する者に対しその費用に一
部を助成することにより機器の普及を図る。
○国や東京都などと連携し、さまざまな省エネルギー・新エネル
ギー機器の導入に向けたＰＲを行う。

【重点プロジェクト４】
○家庭の太陽光発電システムの設置は、各種補助制度を活用し、
設置費用の軽減を図りながら、最終年次までに一戸建て住宅の半
数（14,000世帯）への設置を目指す。
○国や東京都の設置費補助制度をPRし、太陽光発電システムの
設置を拡大する。

○新エネルギー・省エネルギー機器設置モニター助成制度として、
住宅用太陽光発電システムを設置する者に対しその費用に一部を
助成することにより機器の普及を図った。（平成19年度～）
　・1kw当たり５万円（上限１０万円）
　・助成件数175件　助成金額17,388,000円
○設置者は省エネルギー報告書（年２回）を提出し、その報告書の
結果をまとめ公表した。
○国や東京都の補助制度と合わせ、太陽光発電システム機器の導
入に向けたＰＲを行った。　（国－１kw当たり4.8万円、都－１kw当たり
10万円）
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

22

（７）小平のみどりづくりプロジェクト

23

24

25

○屋上緑化（花木、芝生、さつまいもなど）や緑のカーテン（朝顔、
にがうりなどのつる性植物）の設置を積極的に導入する。
○樹木が十分な緑化が図られているかを見直し、適切な樹種の選
択、補植、適切な樹形や管理などを行う。

【重点プロジェクト５】
○次世代を担う子どもたちに小平の緑を引き継ぐため、市内のあら
ゆる場所（公共施設、学校、公園などの空きスペース）に緑を創出
する。
○学校では、校舎の冷却効果を高めるだけではなく、潤いを与え
てくれることから、学校への植樹を検討し、みどりの大切さを学べる
よう整備する。

○公共施設６か所での屋上緑化の維持管理に行った。
○障害者福祉センター、あおぞら福祉センターに屋上緑化を行っ
た。
○花小金井保育園の屋上で屋上緑化（ゴーヤ、へちま）を試行し
た。
○公共施設42施設に緑のカーテン（ゴーヤ、アサガオ等）を設置し
た。
　　・市庁舎、地域センター5館、ふるさと村、保育園１０園、健康福祉
事務センター、福祉会館、あおぞら福祉センター、ふれあい下水道
館、建設事業所、鈴木遺跡資料館、公民館９館、図書館４館、市民
総合体育館、小学校4校、中学校1校
○壁面緑化の維持管理を行った。
　・健康センター（琉球アサガオ；平成22年度設置）

★市民参加による森林の整備
地域文化課・水と緑と公園課・環
境保全課

平成21～24年度　検討
平成25年度　実施

○新築や出産などの記念日の記念樹として、樹木の配布や植樹事
業への参加を促す。
○夏の日差しを遮り、冬の日差しを取り入れることができる落葉広
葉樹を自宅の庭に植樹し、環境配慮型住宅の促進に役立てる。

【重点プロジェクト５】
○出産時などの記念として、ドングリなどを自宅で育ててもらい、成
長した苗木は、環境学習の体験の場とする「小平の森」に植樹す
る。

○樹木の配布や植樹事業への参加に関して検討を進めた。
○たけのこ公園に東京小平ロータリークラブの協力を得て、市制施
行50周年記念植樹を行った。

★公共施設の屋上緑化、緑のカーテンによる省エネ及び
既存の緑の見直し

施設管理担当課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○ふれあいの森林づくり事業を実施する。
○環境学習の体験の場とする市民が定期的に参加できる「小平の
森」を確保し、市民参加による植樹、下草刈り、間伐などを行い、森
林の整備を検討する。

【重点プロジェクト５】
○成長した苗木は、環境学習の体験の場とする「小平の森」を確保
し、市民参加による下草刈り、間伐などとあわせて、植樹祭を行う。

○ふれあいの森林づくり事業として、小平町の国有林（約132ha）に
ある約30万本のトドマツの維持管理に努めた。
○市内保存樹林でNPO法人やボランティアによる雑木林（上水新
町）の保全活動（落ち葉掃き、樹木の間伐、枯れ枝の整理など）を実
施した。

市民、事業者の新エネルギー機器設置者に対するさまざ
まな助成制度

環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

★市民記念樹事業の実施 水と緑と公園課・環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○市内の住宅や事業者に新エネルギー機器等の普及拡大を図る
ために、各機器のＰＲや情報提供に努める。
○国や東京都などと連携し、新エネルギー・省エネルギー機器設
置に対する助成制度を検討する。

○新エネルギー・省エネルギー機器設置モニター助成制度として、
住宅用新エネルギー機器等を設置する者に対しその費用の一部を
助成した。
・二酸化炭素冷媒ヒートポンプ　1kw当たり5万円　助成件数15件
・潜熱回収型給湯器　1機器当たり2万5千円　助成件数68件
・太陽熱利用システム　1機器当たり2万5千円　助成件数0件
・ガス発電給湯器　1機器当たり5万円（8月より12.5万円）　助成件数
1件
・燃料電池　1機器当たり5万円（8月より10万円）　助成件数30件
○グリーンエネルギーフェア2011を開催し、東京都の太陽エネル
ギー見本市を実施した。
・太陽光発電機器及び太陽熱利用システムの展示
・高効率給湯器の展示
○国や東京都などと連携し、さまざまな省エネルギー・新エネルギー
機器の導入に向けたＰＲを行った。
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

26

（８）エコダイラモビリティ推進プロジェクト

27

28

29

30
★アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及
啓発

環境保全課 平成21年度　実施

○庁用車での運転結果や運転方法を、エコドライブ講習会の実施
やホームページなどで情報発信し、普及啓発に取り組む。
○イベントなどでアイドリングストップ装置装着車を展示したＰＲに取
り組む。

【重点プロジェクト6】
○市内の自動車教習所が行っているエコドライブ講習会と連携し、
エコドライブの普及にあわせ、市民や事業者向けの講習会を開催
する。

○庁用車エコドライブ推進キャンペーンとして、庁用車使用における
エコドライブの推進を図った。
・前年度平均燃費より5％燃費向上を目標に３か月間（11月～1月）
のエコドライブに努めた。
　H23年度 参加台数80台中41台、51％が達成した。
・職員向けエコドライブ講習会を実施した。（12/13）
・エコドライブ実車講習会を実施した。（2/24）

○庁用車にアイドリングストップ装置を設置し、エコドライブの実践と
あわせ、燃料の削減などの省エネ効果を公表する。
○アイドリングストップ装置を設置した庁用車には、車体後部にス
テッカーを貼り、後続車などに啓発する。

【重点プロジェクト６】
○アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及を図る。

○アイドリングストップ装置10台に、ウインカー作動時はエンジンが
停止しない補助装置を装着し、走行性と安全性を向上させた。
○庁用車のアイドリングストップ装置装着車に装着車であることを示
すステッカーを貼り啓発を行うとともに、職員によるアイドリングストッ
プの励行及びエコドライブの推進を図った。

公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討 施設管理担当課
平成21～23年度　検討

平成24年度　実施

○自動車による通勤手段から電車、バス、自転車などの交通機関
へ誘引することにより、交通渋滞による大気汚染の減少や自動車
燃料費の削減に取り組む。
○市職員による年間を通じたノーカーデーを実施する。
エコドライブの実施にあわせ、「週に１度は乗らないデー」を啓発す
る。

【重点プロジェクト6】
○自動車使用の抑制を図る。

○「週に一度は乗らないデー」を合言葉にした市民、事業者、職員
の自動車使用の抑制を図るため、懸垂幕やのぼり旗を掲示したほ
か、市報等で呼びかけた。また、職員は年間を通じて取組を行った。
○冬期自動車使用抑制キャンペーンとして次のとおり実施した。（11
月１日～1月31日）
・市報及びホームページにおいて、エコドライブの方法や渋滞の原
因となる路上駐車の禁止、駐停車時のアイドリングストップなどの周
知に努めた。

★エコドライブの普及啓発 環境保全課 平成21年度　実施

○自動車の使用抑制の視点から、駐車場を利用する人には駐車
料金を課すことを検討する。

○公共施設の駐車場については、利用者の適正化、利用者負担の
適正化、資産としての有効活用などの観点から、有料化に関する検
討、課題整理を行っている。

保存樹林などの公有地化の検討 水と緑と公園課
平成21～23年度　検討

平成24年度　実施

★ノーカーデーの実施 環境保全課・総務課 平成21年度　実施

○貴重な緑を残すため、土地所有者の理解と協力を得ながら、市
の財政事情も考慮し、民有地の保存樹林の公有地化を検討する。

○民有地にある保存樹林の公有地化への課題等の整理を行う。
○特別緑地保全地区の指定を行った。（1か所　0.18ｈａ）
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

31

（９）商店街などと連携した意識啓発プロジェクト

32

33

34

（１０）総合的な意識啓発プロジェクト

35

○これまで取り組んできた環境に関わる活動、東京電力、東京ガス
などの環境教育の取り組みを活用しながら、環境学習の内容を充
実する。

【重点プロジェクト７】
○小・中学校を軸とした環境学習を充実する。
○市民、事業者、市民団体で取り組んできた環境活動の学習ツー
ルを利用し、施設見学などを通じて次世代の子どもたちの環境マイ
ンドを高める。

○市民、事業者の環境意識の向上を図るため、エネルギーや地球
温暖化に関する環境学習やクリーンエネルギーフェアを開催した。
　・クリーンエネルギーフェア2011（6/5）（再掲）
　　　太陽光発電機器、太陽熱利用システム、高効率給湯器の展示
　　　ハイブリット自動車の展示
　　　子ども環境工作（ソーラーバッタ）
　・環境学習講座
　　ゼロエネルギーを目指す最先端環境配慮型ビル見学会(6/17)
　　節電対策セミナー（7/15、18人）
　　都市の緑地～大学の先生とみる植物講座～（8/19）
　　子ども環境工作（9/10）
　　放射線被ばくを考える（2/2）
　　・事業者向け環境学習講座
　　　省エネルギー研修会（7/20）(再掲)
　・事業者向け相談会の開催PR
・公民館主催講座
　　　タイムリー講座「生物多様性ってなに？」（5/12～7/14）
　　　ジュニア講座「電気はためられないの」（1/12～2/4)

グリーン電力認証制度の活用 環境保全課
平成21～24年度　検討

平成25年度　実施

○省エネラベリング制度やトップランナー機種の家電製品を積極的
に紹介していく取り組みを支援する。

○経済産業省が作成した「省エネ性能カタログ」や「統一省エネラベ
ル」の冊子を配布し、省エネ家電の選び方などの啓発を行った。

★環境学習（講座、講演会の開催）の充実 環境保全課 平成21年度　実施

○商店街が開催するイベントでは、環境にやさしい電力を利用した
グリーン電力証書制度を活用し、省エネ意識の高揚を促す。

○グリーン電力証書制度に関する情報収集に努めた。
○太陽光で発電された電力を利用し、二酸化炭素を出さないイベン
トを開催するため、グリーン電力証書の購入し、イベントの開催にお
ける環境負荷の低減や参加者への省エネ意識の高揚を図った。
　・こだいらエコフェスティバル'11

エコポイント制度の検討 環境保全課・産業振興課
平成21～24年度　検討

平成25年度　実施

○すべての庁用車は、低公害車（電気自動車や燃料電池自動車
を含む）及び低燃費車へ計画的に買い換える。
○市民、事業者へ低公害車及び低燃費車への買い換えを促す。

【重点プロジェクト６】
○自動車の買い換え時には、ハイブリット自動車や電気自動車な
どの低公害車、燃費が良い低燃費車への買い換えを促進するた
め、車種別の省エネ情報を発信する。

○庁用車を低公害車に４台買い換えた。
　23年度低公害車導入率　61％（62台／102台）

家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大 環境保全課 平成21年度　実施

○商店会などと連携しながら、公共交通利用（コミュニティバス）や
環境家計簿などの省エネ行動を実践した市民にポイントを与えるエ
コポイント制度を導入し、市民の省エネ行動が目に見えるしくみを
検討する。

○国や地方自治体で実施しているエコポイント制度に関する情報収
集に努めた。

★低公害車及び低燃費車への買い換えの実施 総務課・環境保全課・全課 平成21年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成２３年度の取組状況

36

37

38

39

40

41

42

○大学や学生と連携した意識啓発の普及に取り組む。
○小川町一丁目地域センター・児童館建設に伴い、囲い塀の絵や
建物の色などについて、武蔵野美術大学と連携・協議した。

環境配慮事業者連絡会の充実 環境保全課 平成21年度　実施

大学との連携による普及啓発 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○環境に配慮する活動に積極的に取り組んでいる事業者が、お互
いに情報交換できる場とする連絡会を平成20年3月27日に発足し
た。
○連絡会への参加事業所を増やすなど、さらに充実します。

○環境配慮事業者連絡会を含め省エネ研修会を開催した。（7/20）

○省エネルギー普及指導員（省エネルギーセンターが認定した
者）や環境学習受講者などによるエネルギー関連に詳しい人材の
育成に取り組む。
○人材登録制度を導入し、エネルギーに関わる指導者の確保を目
指す。

○省エネルギー普及指導員や環境学習受講者などのエネルギーに
関わる指導者の確保を目指すため、情報収集に努めた。
○環境学習受講者や市民活動団体からの人材登録制度の導入を
検討した。

○各主体が様々な施策を実施するための推進体制として、エコダ
イラネットワークへの参加者を増やし、さらなる普及啓発に取り組
む。

○イベントや広報誌を通して、エコダイラネットワークへの加入募集を
行った。

人材の育成 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

地球温暖化対策地域推進計画の策定 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○多くの市民に市民版環境配慮指針の普及啓発活動を充実す
る。

○エコダイラネットワークと連携した省エネ行動の実践活動（再掲）
　・イベント等に参加し、環境配慮指針の配布による普及啓発活動
　・環境家計簿の実施（参加者108世帯、10事業所）
　・講師の派遣のPR

エコダイラネットワークの再構築 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○二酸化炭素以外の温室効果ガス削減の施策を検討し、地球温
暖化対策地域推進計画の策定を検討する。

○地域エネルギービジョンとして策定済み

ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信 環境保全課 平成21年度　実施

エコダイラネットワークの普及啓発活動の充実 環境保全課 平成21年度　実施

○市民、事業者に省エネ家電製品や電球形蛍光灯への買い換
え、待機電力の抑制、参加型のホームページなどを紹介し、省エ
ネ行動への参加を促す。
○省エネカレンダーを作成するため、省エネ標語、省エネポスター
などを広く市民から募集し、啓発活動につなげる。

○環境月間に合わせ、6月5日号の市報で省エネ行動の実践を呼び
かけた。
○7月5日号の市報特集号で公共施設や家庭・事業者の節電対策
を広報した。
○市内全小・中学生を対象に省エネに関するポスターコンクールを
実施した。
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